
華の江戸時代"戸塚宿"・懐かしいレトロな"戸塚"

今も発展し続ける我が町"戸塚"
"とつか"の魅力を体中に浴びる空間とひととき!
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時間 :10:00～ 15:00
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戸塚区役所 3F区民広間・多目的スペース
戸塚駅東ロペデステリアンデッキ 0西ロデッキ
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14:30～ 16:00(開場14:00)

(戸塚 セ ン タ ー 3階 )戸塚区戸卿 ]127番地

500人
※うち一般の方は150人、多数時抽選、落選者のみ連絡。

11月 6日 (金 )までにハガキ、FAX又はEメールに「住所・

氏名・電話番号又はFAX番号」を記入し、戸塚区役所まで

申込みをお願いします。また、車椅子を利用しての聴講、手

話通訳及び一時託児を御希望される場合はその旨を御記

入ください。

戸 塚 区 役 所  (戸塚区戸塚町 16酬 17)

FAX:881‐0241
Eメール:to― bousai@dty.yOkOhamaJp

案 内図

会場戸塚公会堂

定  員

申込 み

主  催

間含 せ 総務課 電言舌:866‐8307

※戸塚駅下車徒歩 ア分

※お車での御来場は御遠慮ください。

■敏孝氏
群馬大学広域首都圏防災研究センター長

群馬大学大学院 理工学府 教授
専門は災害社会工学 .

災害への危機管理対応、災害情報伝達、防災教育、避難

誘導策のあり方等につしヽて研究するとともに、地域での防

災活動を全国各地で展開している。特に釜石市においては、

津波防災教育に取り組み、東日本大震災でほぼ全ての児童・

生徒が津波から生き延びることができた「釜石の奇跡」

を導いた。平成24年には、防災の功労者として2つの内閣

総理大臣表彰を受賞している。

∠著書
。「みんなを守るいのちの1受業

～大つなみと釜石の子どもたち～」 NHK出版
・「子どもたちに1生き抜く力|を

～釜石の事例に学131津波防災教育～」 フレーベル館



※駐車場はこざいません
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10.16日～25回
戸 塚 セ ン タ ー (戸塚公会堂・戸塚地区センター )

戸塚区総合庁舎炉躯民翅ヒセンター・多目的パ ス罰

会場では、繰り返し何度も使え、ごみにならない

「リユース食器」を模擬店で導入しています。

リユース食器を返却していただいた方は、お楽
I´みイブル柚選全
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戸塚スポーツセンター

アピタ戸塚店

至横浜
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に参加できます。

Tel.045・866・8411
Fax.045・864・ 1933

83.7MHz

Tel.045‐ 866口8484
:・‐′ 戸塚区のマスコット
‐    ウナシー
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田  大洋建設
44-0003 横浜市戸塚区戸塚町 1

函】0120-556037
ヒ望 墜 塵 塾 J堕弐

地域医療を担う薬剤師育成

F横浜薬科大学

横浜市戸塚区俣野町601
雪 045-859-¬ 300

輩 撼 聾 機

安心・安全の住まいづくりを目指して

▲ 六国建設株式会社 HITACHI
Inspire the Nex
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戸塚区のマヌコット ウナシー
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横浜市戸塚区品濃町550¨5
丁EL 825-8778(ft) FAX 825‐ 8799 介護老人保健施設  千 の星・よこはま
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